
年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

平均値（土） 0.71 0.51 0.35 0.26 0.22 0.18 0.15 0.13 0.13 0.12 0.11

平均値（舗装） 0.58 0.35 0.23 0.17 0.15 0.12 0.11 0.10 0.10 0.09 0.08

 

Q ちゃん 

市内在住の小学生 

相馬市では原発事
故以来、毎年市内の
空間線量の調査を行
っているよね？今年
の結果はどうだった
のかな？ 

早野龍五先生 

東京大学名誉教授 

放射線のプロ 

今後の市内の放射
線量はどうなるの？ 

 

市内の空間放射線量の推移 

令和 3 年の調査の結果はグ
ラフのとおりだよ。昨年度と
比較するとほぼ横ばいだね。          
また、平成 22 年度に福島

県が調査した県内の空間放射
線量は 0.02～0.14μSv/ｈだか
ら、原発事故以前と同程度に
なっていることがわかるよ。 

原発事故から 11 年目を迎
え、事故由来の放射性物質の
影響も少なくなってきたか
ら、長い期間で放射線量が減
っていくと考えられるよ。 

放射性セシウムの計算上の減り方（土）は緑のグラフだから、実際の空間線量
はこれよりも速いペースで減っているね。これは雨によって流されたりするとい
った自然環境の影響等（ウェザリング）が大きいとされているよ。 

（単位）μSv/ｈ 

（単位）μSv/ｈ（地表からの高さ）1ｍ 


